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（研究 2）日本人における MC1R遺伝子の SNP（single nucleotide polymorphism）解析研究




－ 1）。次に，2－ 1 で見つかった日本人 SNPと表現型（老人性色素斑・ソバカス）との関連性について解
析を行った（研究 2－ 2，2－ 3）。
　（研究 2－ 1日本人における MC1R遺伝子パターン解析）ランダムに選ばれた 251 人の日本人の MC1R配
列を解析した結果，アミノ酸置換を伴う SNPは 4 つ存在し，特に頻度が高いものは Val92Met（12％），
Arg163Gln（77％）であることが判明した。
　（研究 2－ 2 MC1R遺伝子 SNPと老人性色素斑・ソバカスとの関連性解析）研究 2－ 1で見出された日本
人で頻度の高い Val92Metと Arg163Glnと老人性色素斑・ソバカスとの関連性について解析した結果，92Met 
alleleと 163Arg alleleはソバカス発症，重度老人性色素斑と正の相関があることを見出した。









の SNPと Arg163Glnがリンクしていること，そしてこれらプロモーター SNPと色素斑発症との関連性も確
認された。




究 2では 2種類の色素斑と MC1R遺伝子配列との関連性を解析した。本研究によって，MC1R遺伝子解析に
よる色素斑のリスク認知が可能となり，今後は色素斑の効果的な予防法の開発に活用されることが期待され
る。以上のことから本学位論文は学問的価値が高いものと判断する。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
